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重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント
３月定例会議案

　３月６日から20日までの日程で、令和５年第１回議会定例会が開催されました。補正予算案
９件、当初予算案８件、条例案13件、工事請負契約の締結２件、指定管理者の指定案２件、諮問
１件、その他の議案２件、発議2件が提案され、鳥羽志勢広域連合議会議員選挙が行われました。
また、各常任委員会に付託された令和５年度当初予算案は、委員長報告を受け、可決となりました。
案件については、すべて原案通り可決されました。
　一般質問では、６名の議員が質問を行いました。

担当課名 事業名 事業概要 事業費（円）

防災安全課 防災機器管理体制
の充実

移動系防災行政無線のデジタル化更新事業を行
い、災害時の連絡手段を強化します。 １億 4,080 万

子 育 て・
福 祉 課

障がい者
活動支援事業

● かもめ作業所
慥柄浦の高台にある造成地へ福祉避難所を兼ね
て、新築・移転します。

5,796 万

● かえで作業所
旧穂原園への移転・改修に係る経費の１部を補助
します。

2,000 万

水産農林課 関係人口創出事業
尾鷲市と連携し、労働力不足や担い手不足、耕作
放棄地対策等の地域課題解決に寄与する活動人口
の創出に取り組みます。

133 万

教育委員会 図書館の充実
（生涯学習費）

身近な所で、図書とふれあい親しむことができる
ように図書室の環境、活動の更なる充実を図ります。
本の貸出や読み聞かせを行う巡回図書の運営に取
り組みます。

1,666 万

● 歳入予算の主な増減
町税約 1,300 万円増、地方交付税約１億 2,700 万円増、国庫支出金約１億 2,000 万円減、町
債約２億 5,600 万円減の見込みです。

● 歳出予算の主なもの
ハード面
神津佐コミュニティーセンター建設事業約 8,400 万円、１次避難所の整備工事約１億円、道
路改良維持工事約５憶 6,800 万円、コミュニティー公園整備事業約 4,600 万円、公園整備工
事約 3,200 万円。
ソフト面
１次産業後継者等育成投資事業約 800 万円、水産物商品開発・流通促進事業約 300 万円、若
者の新築住宅等取得支援補助金 2,600 万円、町内産業活性化の創業支援補助金約 300 万円、
観光商工支援の地域おこし企業人事業約 1,200 万円、南島メディカルセンターの電子カルテ
導入事業約 8,800 万円。

令和５年度　当初予算（一般会計）は、前年度比 １憶 1,673 万円減
105 億 4,664 万円 （１.１％減）

令和５年度の主な事業を紹介します
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　　議案第 13 号　令和５年度南伊勢町  一般会計予算

な
か
よ
し
保
育
園

移
転
事
業

４
０
０
０
万
円

給
食
無
償
化

●
小
学
校
１
５
０
９
万
円

●
中
学
校　
９
３
６
万
円

　
な
か
よ
し
保
育
園
を
津
波
想
定

範
囲
外
の
高
台
へ
移
転
す
る
た
め

に
、
必
要
な
調
査
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実
施
し
、

子
育
て
応
援
日
本
一
の
町
を
目
指
し

ま
す
。

安

学

全・安心な場所へ

校給食事業

観
光
ト
イ
レ

改
修
設
置
事
業

２
３
７
８
万
円

　
老
朽
化
し
た
観
光
ト
イ
レ
を
建
替
す

る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
に
良
好
な
環

境
を
作
り
、
周
遊
性
を
高
め
て
観
光
業

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

大 切に使いましょうね

特殊詐欺等被害防止機器購入補助金 事業 20 万円
　住民の安全安心のために、特殊詐欺の被害防止に有効な対策機器
　（対応適合する電話機器等）の購入に対する補助金です。
　　　　　・ 対象者は、65 才以上
　　　　　・ 補助金は、購入費の１／２まで（上限１万円）
　警告機能と録音機能により、振り込め詐欺などの迷惑な電話を防止！

JA 伊勢　穂原　横町民文化会館　横

3 令和５年５月



議員の Q uestion 行政の A nswer
一般質問は、町民の声や議員自身の考えをもとに、町の行政・財政の全般にわたり、執行
機関に対して疑問点をだだし、将来に対する政策方針などを問うものです。

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問の質問事項・内容は、議会広報特別委員会で会議録に基づいて編集、要約しています。
詳細は、議会事務局に、お問い合わせください。（TEL　0599−66−1781）

質 問 議 員 質　　　　問　　　　事　　　　項 ページ

田 岡 　 悟
①　水産業の振興について
②　空き家対策について

5

倉 田 　 育
①　防災・減災と公園の維持管理について
②　財政と行政改革について

6

松 葉 　 和 久
①　小規模農業の資材等に対しての支援について
②　治山事業について

7

山 本 　 克 彦 ①　防災対策について 8

岡 本 　 眞
①　活力ある産業経済プロジェクトについて
②　安全安心のまちプロジェクトについて

9

岡 田 和 夫
①　賞与支給ミス、公金横領事件などにある問題の根本的解決を
②　今年度の防災対策として、二次避難所の整備と充実を

10

３月定例会における傍聴者の総数

４名（内 メディア関係者数　２名）

議会を傍聴しませんか

６月
議会

６月 20日～６月23日
傍聴の受付は議会事務局まで。

皆様の傍聴をおまちしています。

議会に関するご意見、ご要望がございましたら、議会事務局までご連絡ください。
TEL　0599－66－1781　　FAX　0599－66－2164　

次回定例議会（予定）
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当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

獲
る
漁
業
か
ら
栽
培
漁
業
へ

と
様
変
わ
り
し
、
さ
ら
に
資
源

管
理
型
漁
業
へ
の
転
換
が
は
か

ら
れ
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度

の
事
業
実
績
と
令
和
５
年
度
以

降
の
取
組
は
。

町
長　
「
漁
業
者
支

援
及
び
流
通
促
進
」

の
取
組
実
績
と
し
て
、
免
税
軽

油
費
の
補
填
、
移
動
販
売
事
業

者
へ
の
車
両
購
入
費
用
の
助
成

を
行
い
、
購
入
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
漁
業
人
材
の
確
保
・
育
成
」

の
取
組
実
績
と
し
て
、「
漁
師

塾
」
を
確
立
し
、
１
名
の
就
業

が
決
ま
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
以
降
に
お
い
て

は
、
豊
か
な
水
産
資
源
が
守
ら

れ
、
次
世
代
に
繋
が
る
稼
げ
て

誇
れ
る
「
活
気
あ
る
水
産
業
」

を
実
現
す
る
た
め
、
支
援
等
を

継
続
し
て
行
う
。

少
子
高
齢
化
は
日
本

全
国
で
進
み
、
関
連

し
て
「
空
き
家
」
は
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
５
月
に
空
き
家
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
当
町
に

お
け
る
「
空
き
家
」
の
現
状
は
。

町
長　

当
町
に
お
い

て
も
空
き
家
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
令
和
２
年
度
の

空
き
家
調
査
で
は
、
１
７
６
１

戸
と
11
年
間
で
８
６
８
戸
も
増

加
し
て
い
る
。

　

昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅

に
対
し
、
無
料
耐
震
診
断
を
は

じ
め
、
耐
震
補
強
工
事
補
助
や

除
却
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

利
用
可
能
な
空
き
家
に
つ
い

て
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

等
の
活
用
を
促
進
し
て
い
る
。

　

長
年
放
置
さ
れ
管
理
不
全
な

状
態
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者

を
調
査
し
、
所
有
者
に
対
し
助

言
・
指
導
、
勧
告
等
の
措
置
を

行
い
、
特
定
空
き
家
の
除
却
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
す
べ
て

の
所
有
者
が
改
善
し
て
い
た
だ

け
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
は

法
的
な
対
応
が
必
要
に
な
る
。

Q

A

子どもたちも考えているよ

こ
れ
か
ら
の
水
産
業
は

町
長
　
次
世
代
に
繋
が
る
　
　
　
　
　

稼
げ
て
誇
れ
る

QA 空き家対策は
町長　法的な対応が必要

空き家の活用を

田
た

　岡
おか

　　　悟
さとる

　議員

5 令和５年５月

一般質問



町
内
に
は
、
大
小

様
々
な
公
園
が
あ
る

が
、
長
寿
命
化
・
維
持
管
理
に

関
わ
る
計
画
を
し
っ
か
り
立
て

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

新
た
な
防
災
公
園
建
設
も
予

定
さ
れ
て
お
り
災
害
時
の
重
要

拠
点
と
な
っ
て
く
る
が
、
既
存

公
園
の
状
況
と
今
後
の
公
園
の

維
持
管
理
の
考
え
は
。

町
長　

近
年
の
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
町

民
の
公
園
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
て
お
り
、
計
画
的
に
公

園
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

当
町
が
管
理
す
る
公
園
は
11

あ
り
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

地
区
等
へ
管
理
委
託
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
末
に
南
伊
勢
町
公

園
整
備
方
針
を
作
成
し
た
。
長

寿
命
化
計
画
や
個
別
計
画
に
つ

い
て
は
、
調
査
及
び
維
持
管
理

の
方
法
、
更
新
整
備
も
含
め
進

め
て
い
く
。

　

公
園
の
多
く
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
は
膨
大
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
公
園
施
設
の
見

直
し
を
進
め
、
効
率
的
・
効
果

的
な
取
組
を
行
う
。

国
か
ら
の
財
源
に
依

存
し
な
け
れ
ば
財
政

運
営
が
困
難
な
当
町
に
と
っ
て
、

国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
町
の
課
題
解
決
に
向
け
町

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

今
年
度
は
不
祥
事
も
連
続
し

て
発
生
し
て
お
り
職
員
の
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

町
長　

自
主
財
源
に

乏
し
い
町
で
あ
る
の

で
、
常
に
国
県
の
動
向
を
注
視

し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
や
各
種

助
成
金
な
ど
あ
ら
ゆ
る
財
源
を

活
用
し
、
将
来
負
担
も
十
分
検

討
し
な
が
ら
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
や
防

災
研
修
、
人
権
研
修
、
税
務
研

修
等
必
要
と
さ
れ
る
研
修
を
実

施
し
て
い
る
が
、
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
な
い
状
況
が
不
祥
事
発
生

の
要
素
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
な
人
事
異
動
や
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
職
員
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
取
れ
る
よ
う

改
善
し
て
い
く
。

QA

公園の維持管理は
町 長　安全性と機能確保を

憩いの場から防災拠点にも

Q 財政と行政改革は
町長　財源の確保とチェック体制

信頼回復に向けて

A

倉
くら

　田
た

　　　育
いく

　議員

6

一般質問



数
年
前
か
ら
米
の
単

価
が
値
下
が
り
を
し
、

小
規
模
農
業
の
経
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
稲
作
農

家
に
必
要
な
肥
料
・
農
薬
等
の

資
材
等
が
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
農
業

者
が
困
窮
し
て
い
る
が
、
経
営

安
定
化
対
策
は
。

町
長　

令
和
４
年
度

は
、
米
価
格
の
大
幅

な
下
落
に
よ
り
、
水
稲
次
期
作

支
援
事
業
補
助
金
の
交
付
金
を

行
な
っ
た
。

　

国
・
県
で
は
、
農
家
へ
の
肥

料
高
騰
対
策
臨
時
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

当
町
も
引
き
続
き
肥
料
・
農

薬
等
の
資
材
高
騰
を
注
視
し
な

が
ら
農
家
へ
の
支
援
策
を
検
討

し
て
い
く
。

当
町
で
は
、
集
中

豪
雨
の
被
害
を
受

け
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
、
県

が
そ
の
被
害
箇
所
の
診
断
を
し

た
結
果
、
治
山
事
業
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
定
が
出
て
い
る
。

　

昨
年
の
９
月
の
一
般
質
問
の

答
弁
で
は
、
町
行
政
と
し
て
、

県
と
互
い
に
調
整
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
く
と
の
考
え
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
か
。

町
長　

治
山
事
業
は
、

地
域
か
ら
の
要
望
に

基
づ
き
、
県
と
現
地
確
認
し
、

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
確
認

を
行
な
っ
て
い
る
。
当
該
事
業

は
県
事
業
で
あ
り
、
毎
年
町
が

県
に
要
望
し
２
、３
箇
所
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

当
事
業
が
採
択
さ
れ
る
箇
所

で
、
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い

森
林
区
域
外
の
水
路
が
あ
る
場

合
、
県
と
町
が
相
互
に
調
整
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Q

A

Q

A

治山事業について
町長　着実に実行

住民の財産と生命を守る

今年の実りは

小
規
模
農
業
へ
の
支
援
策
は

町
長
　
資
材
等
の
動
向
を
注
視

松
まつ

　葉
ば

　和
かず

　久
ひさ

　議員

7 令和５年５月

一般質問



当
町
は
地
形
的
な
問

題
も
あ
り
、
一
次
避

難
場
所
は
、
勾
配
が
急
な
山
道

が
多
く
高
齢
者
や
傷
が
い
者
の

避
難
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
、
一
次
避
難
場
所
の
充

実
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

町
長　

２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
甚
大
な
津
波
被
害
を

教
訓
と
し
て
、
当
町
で
は
、
20

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
目
安
に
一

次
避
難
場
所
を
区
や
地
権
者
の

同
意
の
も
と
決
定
し
て
い
る
。

町
内
２
４
２
箇
所
の
一
次
避
難

場
所
に
は
、
備
蓄
倉
庫
や
看
板

の
設
置
、
ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
の

整
備
を
行
っ
て
き
た
。

　

直
面
す
る
課
題
は
、
ど
の
避

難
場
所
・
避
難
道
も
整
備
し
て

か
ら
十
数
年
経
過
し
て
お
り

「
そ
の
避
難
路
は
使
え
る
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
課
題
解

決
に
向
け
て
町
が
で
き
る
こ
と

を
整
理
し
た
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
は
徒

歩
避
難
が
原
則
だ
が
、
車
で
の

避
難
も
有
効
か
と
考
え
、
地
区

に
１
つ
で
も
車
両
が
入
れ
る
よ

う
な
避
難
場
所
が
で
き
る
よ
う

地
区
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
引
き
続
き
、
交
付
金
事

業
に
よ
り
避
難
場
所
・
避
難
道

の
改
良
・
機
能
強
化
を
実
施
し

て
い
く
。

Q

避難場所の充実は
町 長　改良・機能強化を

A

タワー屋上からの眺め

津波がきたら「各自が自分の命を守る行動をとる」ことが重要

山
やま

　本
もと

　克
かつ

　彦
ひこ

　議員

8

一般質問



地
域
の
産
業
を
再
生

し
、
稼
げ
て
働
き
が

い
が
持
て
る
よ
う
に
ハ
丨
ド
事

業
、
ソ
フ
ト
事
業
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
、
本
気
に
稼
げ
る
産
業

へ
の
後
押
し
を
実
施
す
る
と
の

事
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

町
長　

農
業
や
農
村

を
支
え
て
い
く
人
材

確
保
に
取
り
組
み
、
既
存
小
規

模
果
樹
園
地
の
整
備
検
討
や
、

森
林
環
境
譲
与
税
事
業
を
活
用

し
、
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　

水
産
業
に
お
い
て
は
、
県
や

漁
協
、
漁
業
者
と
連
携
し
、
後

継
者
や
担
い
手
の
確
保
、
育
成

を
支
援
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
の
確
率
は

日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
対
策
を
講
じ
て

き
た
が
、
迫
り
来
る
危
険
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
事
を
重
点
に

進
め
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

防
災
意
識
を

高
め
、
災
害
に
備
え

る
力
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
町
が
実
施
す
る
総
合
防
災

訓
練
や
地
区
が
独
自
で
行
う
訓

練
を
推
進
し
て
い
く
。

　

各
地
区
へ
防
災
講
座
等
の
開

催
や
、
自
主
防
災
組
織
の
交
流

会
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

子
供
た
ち
が
将
来
の
地
域
に
お

け
る
防
災
の
担
い
手
と
し
て
育

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
防
災
教
育

を
実
施
し
、
自
助
、
共
助
の
取

組
を
強
化
、
活
発
化
し
て
い
く
。

活
力
あ
る
産
業

町
長
　
育
成
支
援

Q

A

安全安心の町
町長　防災意識の高い町

災害に備えて

QA

大漁だ

岡
おか

　本
もと

　　 眞
まこと

　議員

9 令和５年５月

一般質問



み
な
み
い
せ
商
会
の

破
産
、
町
立
病
院
の

公
金
横
領
事
件
、
職
員
の
賞
与

支
給
ミ
ス
と
、
続
け
て
３
件
の

問
題
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
根
本
的
解

決
と
今
後
の
対
策
は
。

町
長　

み
な
み
い
せ

商
会
は
、
結
果
的
に

破
産
手
続
き
を
開
始
し
、
町
民

の
皆
様
、
株
主
様
、
債
権
者
の

皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
町
と
民
間
事
業
者

が
一
層
、
協
力
、
連
携
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
最
大
限
に

生
か
し
た
事
業
を
実
現
し
て

い
く
。

　

公
金
横
領
事
件
は
、
元
職
員

を
刑
事
告
訴
し
、
現
在
、
公
判

中
で
あ
る
。

　

職
員
の
賠
償
責
任
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
個
別
外
部
監
査

人
に
よ
る
外
部
監
査
を
実
施
し
、

事
案
の
内
容
と
発
生
原
因
及
び

損
害
の
概
要
を
詳
細
に
ま
と

め
た
。

　

賞
与
の
計
算
誤
り
は
、
公
金

横
領
事
件
の
よ
う
な
故
意
に
犯

し
た
重
大
な
犯
罪
行
為
で
は
な

く
、
職
員
の
過
失
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
事

案
発
生
か
ら
長
期
間
に
亘
り
対

応
策
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

反
省
す
べ
き
点
が
多
く
、
業
務

分
担
の
見
直
し
や
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
よ
う
な

事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
早

い
段
階
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
起
き
た
場
合
、

学
校
施
設
を
ど
の
よ
う
に
避
難

所
と
し
て
運
営
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

現
在
30
個
所

の
二
次
避
難
所
が
有

り
、
主
に
小
中
学
校
や
保
育
所
、

地
区
の
集
会
所
が
二
次
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
。

　

二
次
避
難
所
の
運
営
体
制
に

つ
い
て
は
、町
が
作
成
し
た「
南

伊
勢
町
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
事
前
準
備
や
避
難
所
で

の
運
営
な
ど
基
本
的
な
あ
り
方

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

Q

今後の対策は
町 長　チェック体制の見直し

Q

A

A

二度とないように

事前に準備

避
難
所
運
営
は

町
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

岡
おか

　田
だ

　和
かず

　夫
お

　議員

10
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議員視察研修報告議員視察研修報告議員視察研修報告議員視察研修報告
「百聞は一見に如かず」

現地に出向き、目的と必要性・費用対効果を徹底議論していきます。

　

３
月
８
日
議
員
全
員
で
、

令
和
５
年
度
に
整
備
さ
れ
る

予
定
の
一
次
避
難
所
・
指
定

福
祉
避
難
施
設
各
所
と
、
鳥

羽
志
勢
広
域
連
合
の
ご
み
処

理
施
設
で
あ
る
「
や
ま
だ
エ

コ
セ
ン
タ
ー
」（
志
摩
市
磯

部
町
）
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

指
定
福
祉
避
難
所
施
設

（
旧
南
島
西
中
体
育
館
）

小
方
竈

一
次
避
難
場
所

（
五
郎
坂
）

河　

内

一
次
避
難
場
所

（
旧
南
島
中
学
校
）

慥
柄
浦

や
ま
だ
エ
コ
セ
ン
タ
ー（
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
）

志
摩
市
磯
部
町

11 令和５年５月



◆ 委員会活動報告 ◆
～より良いまちづくりのために、調査・研究、
　　　　　　　　　　そして、現地視察などの活動を積極的に実践しています～

総
務
建
設
常
任
委
員
会

町
の
財
政
・
産
業
・
建
設
・
防
災
・
上
下
水
道
・
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

◆
12
月
14
日

調
査
事
項

防
災
安
全
課
所
管

⃝
防
災
に
つ
い
て

二
次
避
難
所
（
旧
宿
田
曽
保

育
園
）
及
び
地
域
連
携
棟

視
察

　

災
害
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

通
信
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
１
月
18
日

調
査
事
項

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
所
管

⃝

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

結
婚
支
援
事
業
、
移
住
交
流

事
業
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り

　

各
事
業
の
実
績
と
成
果
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

◆
２
月
15
日

調
査
事
項

管
財
契
約
課
所
管

⃝

町
営
住
宅
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

　

南
伊
勢
町
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
町
税
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

◆
12
月
19
日

調
査
事
項

⃝

南
伊
勢
町
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
１
月
11
日

調
査
事
項

環
境
生
活
課
所
管

⃝

こ
れ
か
ら
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ

い
て

⃝

南
島
西
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
所
管

⃝

学
校
統
廃
合
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

◆
２
月
13
日

調
査
事
項

子
育
て
・
福
祉
課
所
管

⃝

お
ひ
さ
ま
保
育
園
現
場
視
察

進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

新しい保育園で、
 子どもたちが楽しく

すごしてほしいです。

12



委
員
会
活
動
報
告

　

町
村
議
会
議
員
と
し
て
15

年
以
上
在
職
し
、
地
域
の
振

興
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
、

岡
本
眞
議
員
が
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
自
治
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
機
能
の
充
実
強
化
と
議
会
の
活
性
化
、
議
員
の
資
質
向

上
を
目
標
に
議
会
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。活

動
報
告

　

今
年
度
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
し
、
紙
資
料
削
減
に
よ

る
経
費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
事
務
作
業
の
軽
減
化
、
ま

た
、
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政

視
察
・
研
修
へ
の
対
応
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
の
活
用
も
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
ハ
ン
コ
に
取
り
組

み
、
議
会
運
営
に
関
す
る
書
類

の
押
印
に
つ
い
て
見
直
し
を
か

け
、
一
部
の
書
類
の
押
印
手
続

き
を
省
略
で
き
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
議
員
全
員
で
さ
ら

に
議
論
を
積
極
的
か
つ
建
設
的

に
積
み
重
ね
、
議
員
の
倫
理
意

識
の
向
上
及
び
確
立
に
努
め
町

政
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
定
例
会
報
告
を
中
心
に
議
会
活
動
の
様
子
を
お
知
ら
せ

す
る
南
伊
勢
町
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

　

令
和
４
年
５
月
よ
り
計
14
回

の
委
員
会
を
開
催
し
南
伊
勢
町

議
会
だ
よ
り
を
第
59
号
か
ら
第

61
号
ま
で
発
行
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
特
集
と
し
て

教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、

第
54
号
よ
り
生
涯
学
習
講
座
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
に
興
味
を
も
っ
て
頂
き
、

講
座
参
加
に
繋
が
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

今
後
も
議
会
広
報
の
重
要
性

を
各
委
員
が
認
識
し
、
広
報
研

修
会
等
へ
参
加
す
る
と
と
も
に
、

議
会
の
情
報
並
び
に
、
町
の
魅

力
を
町
内
外
へ
告
知
・
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

委
員
構
成

委
員
長　

倉　

田　
　
　

育

副
委
員
長　

森　
　
　

源　

久

委　
　

員　

議　

員　

全　

員

委
員
構
成

委
員
長　

森　
　
　

源　

久

副
委
員
長　

山　

本　

克　

彦

委　
　

員　

倉　

田　
　
　

育

田　

岡　
　
　

悟

上　

村　

直　

美

全
国
町
村
議
会　

自
治
功
労
者
表
彰

13 令和５年５月



あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

釣り人達へ

　釣れた魚を喜び持って帰るように、
食べたゴミも忘れず持って帰ってほしい。
　海を好きな人の常識です。

（60代男性）

子育て支援ありがとう

　子どもが高校と中学にそれぞれ入学に
なり、制服やジャージ、カバン、定期代
など二人分で多くかかりました。
　町はいろいろやってくれています。
　もっとお願いします♥

（匿　名）

観光客

　魚を買いに来てくれますが、土日に開
いているお店がほとんどなくて、紹介し
たくてもできません。観光客の方がいつ
でも買えるお店があるといいのに、と思

います。
（70代女性）

跡地利用

　穂原園が統合になって、使わなくなる
けど、かえで作業所が移転するというこ
とで、ええことやなあと思います。町民
にやさしいまちづくりだと思います。

（50代女性）

調和と教え

　神前浦にすてきな堤防の壁画が完成し
ました。孫も楽しそうに洋先生の手伝い
をしていました。世界的に活躍している
人とこんな田舎で出会うとは。

（70代女性）

子どもの英語教育

　英語向上事業のキラキラ教室が町内保
育所で２年間、週に２回程度になってい
ます。小学校に入学すると、年間数回程
度になってしまう。小学３年生からは外
国語の授業で週１回英語にふれるが、小
学１～２年生でも英語にふれる機会が増
えるといいな。

（匿　名）

ペットの散歩

　気をつけてください。特に夜間、道路
への飛び出しが危ない。
　リード（引き綱）の長さにも気をつけて。

（40代女性）
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あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

釣り人達へ

　釣れた魚を喜び持って帰るように、
食べたゴミも忘れず持って帰ってほしい。
　海を好きな人の常識です。

（60代男性）

子育て支援ありがとう

　子どもが高校と中学にそれぞれ入学に
なり、制服やジャージ、カバン、定期代
など二人分で多くかかりました。
　町はいろいろやってくれています。
　もっとお願いします♥

（匿　名）

観光客

　魚を買いに来てくれますが、土日に開
いているお店がほとんどなくて、紹介し
たくてもできません。観光客の方がいつ
でも買えるお店があるといいのに、と思

います。
（70代女性）

跡地利用

　穂原園が統合になって、使わなくなる
けど、かえで作業所が移転するというこ
とで、ええことやなあと思います。町民
にやさしいまちづくりだと思います。

（50代女性）

調和と教え

　神前浦にすてきな堤防の壁画が完成し
ました。孫も楽しそうに洋先生の手伝い
をしていました。世界的に活躍している
人とこんな田舎で出会うとは。

（70代女性）

子どもの英語教育

　英語向上事業のキラキラ教室が町内保
育所で２年間、週に２回程度になってい
ます。小学校に入学すると、年間数回程
度になってしまう。小学３年生からは外
国語の授業で週１回英語にふれるが、小
学１～２年生でも英語にふれる機会が増
えるといいな。

（匿　名）

ペットの散歩

　気をつけてください。特に夜間、道路
への飛び出しが危ない。
　リード（引き綱）の長さにも気をつけて。

（40代女性）

1515 令和５年２月令和５年５月
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だ
よ
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議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
や
、
議
会
に
関
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

☎
０
５
９
９（
６
６
）１
７
８
１

０
５
９
９（
６
６
）２
１
６
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
マ

ス
ク
着
用
が
、
３
月
13
日
よ
り

個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
５
月
８
日
に
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
位
置
付
け
が
、

２
類
か
ら
５
類
に
移
行
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
来
の
日

常
を
取
り
戻
し
、
平
穏
で
活
気

あ
る
生
活
・
経
済
が
待
ち
望
ま

れ
ま
す
。

　

近
年
に
お
け
る
関
心
事
の
中

に
は
、
３
点
が
あ
げ
ら
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
コ
ロ
ナ

は
収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次

に
、
健
康
保
険
証
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
移
行
し
ま
す

の
で
、
ま
だ
の
方
は
、
す
み
や

か
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。そ
し
て
、大
問
題
な
の
は
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

略
で
す
。
早
く
解
決
す
る
方
法

は
、
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

和
平
へ
の
道
の
り
は
…
。（

森
）

委
員
長　

森　
　
　

源　

久

副
委
員
長　

山　

本　

克　

彦

委　
　

員　

倉　

田　
　
　

育

　
　
　
　
　

田　

岡　
　
　

悟

　
　
　
　
　

上　

村　

直　

美

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長　

掛　

橋　
　
　

靖

み んな で やっ とるで ～

＊＊ のんびり学ぶ。漢方養生 ＊＊

生涯学習講座編生涯学習講座編

❾

編
集
後
記

季節に合わせて、ブレンドした漢方茶を飲みながら、のんびり漢方養生を学びましょう。
漢方養生とは、健康に生きていくための日々の心がけ。
ブレンドした漢方茶を飲みながら、漢方養生について、のんびりと学ぶ講座です。
時々の体調や気分、季節に合わせたお茶の選び方やブレンドの仕方について、理解を深め
ていきます。
講師に「漢方茶サンマル」の中原さんをお迎えして、内瀬の「しごとば油屋Ⅱ」にて、
毎月第 3木曜日の夜７時から開催しています。(令和 5年度は６月から開催予定 )
みなさんも日々の忙しい生活の中に漢方養生を取り入れて、ホッとできるひと時を過ごし
ませんか。

　

効
率
的
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
準

備
を
進
め
、
３
月
定
例
会
よ

り
本
格
的
に
運
用
を
は
じ
め

ま
し
た
。

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ


